
 

11月 1日（金）18:30～つくばイノベーションプラザ 3F 大会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４次安倍再改造内閣が発足し「憲法改正を党一丸となって力強く進めたい」としてい

ます。現在の「日本国憲法はしっかり活かされているのでしょうか。具体的な問題とし

て、日米地位協定やその中での沖縄の基地や新しく作ろうとしている辺野古基地につ

いて学びましょう。そして、自国の外交と安全保障を国民自身が決められる国になるた

め、一緒に考えてみませんか。 

10･21 国際反戦デーは、1966 年に大義なき

ベトナム戦争反対のうねりの中で世界の平和を

訴える日として日本で生まれました。 

私たちは、戦争反対を訴え、平和と暮らしを守

るために「10.21 県南大集会」を毎年開催してき

ました。 

政府自民党による憲法改悪を止めさせ、日本の

政治に立憲主義と民主主義を取り戻しましょう。 

主催：「いのちとくらしを守る１０・２１県南大集会」実行委員会 
事務局・お問い合せメール：10-21@magamoaka.sakura.ne.jp 

＜プログラム＞ 

18：15 開場・受付開始 

18：30〜 開会のごあいさつ 

18：35〜 講演 

19：35〜 質疑応答 

20：00～ 決意表明 

20：15   閉会のごあいさつ 

【講演】日本国憲法を活かすために 

       —日米地位協定はどうなっているのか、そして沖縄は — 

【講師】岩月康範氏（日本平和委員会事務局次長） 

【日時】2019 年 11 月 1 日(金)18 時 30 分〜20 時 25 分 

【資料代】300 円  


